
大学連携事業 活動報告シート 

甲子園当日に向けたワークショップの様子 平成３０年２月１０日 甲子園当日 

会場の様子 

平成３０年２月１０日 甲子園当日 

会場の様子 

平成３０年２月１０日 甲子園当日 

会場の様子 

事 業 名 長久手市学生まちづくり甲子園【新規】

期 間 平成２９年１０月から平成３０年２月まで 

連 携 大 学 
愛知淑徳大学・愛知県立大学・名古屋学芸大学 

（参加人数）２９名※うち、大学生１１名 （観覧者）１０５名 

大 学 窓 口 愛知淑徳大学・愛知県立大学・名古屋学芸大学 

市 担 当 課 経営企画課 

事 業 内 容 

今後のまちづくりの指針となる「総合計画（愛称：ながくて未来図）」の

策定の一環として、次世代を担う学生達のアイディアを反映させるため、

学生ならではの視点で、まちづくりのアイディアを３回のワークショッ

プで考えてもらった。 

そのまちづくりアイディアの発表の場が、「長久手市学生まちづくり甲子

園」であり、応募のあった高校生３チーム・大学生３チームがそれぞれ

考えてきたまちづくりアイディアを提案した。 


